
平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

伊藤組100年記念基金

③ワークショップの実施
　学生アートボランティア16名の協力を
得て実施
・5/30　枝で造形「アートな鳥の巣！」
　北海道立近代美術館造形室
　参加小学生18名
・6/ 5　自然木で造形｢ゆらゆらアート!｣
　札幌芸術の森美術館前庭
　参加小学生39名
・6/19　枝で造形「アートな鳥の巣！」
　本郷新記念札幌彫刻美術館前庭
　参加小学生18名

④展覧会資料（カタログ）の発行
　 9/9発行
　本展覧会の作品写真の収録、参加作家
の制作活動の紹介により作家や作品理解
の一助とする。前回資料や今事業内容の
紹介で記録性を高めた。また、美術評論
家の解説で現代美術における立体表現や
文化の諸相を新たな視点で見つめる。全
国主要美術館、ギャラリー、美術評論家､
文化施設に送付し、広く北海道の美術の
現状を紹介。

①「北海道立体表現展’10」開催
・5/29～6/6　北海道立近代美術館特別展示室
・6/ 4～6/13　札幌芸術の森美術館
　道在住の作家56名が２会場に分かれ、石・
　金属・木・石膏・紙などの素材で制作した
　彫刻・立体造形・インスタレーション作品を
　発表
・5/15～6/27　本郷新記念札幌彫刻美術館
　全員が小品を発表

②ギャラリートークの実施
　２会場で作家による作品解説を実施
・5/30　北海道立近代美術館特別展示室
　参加者135名
・6/ 5　札幌芸術の森美術館
　参加者195名

実施日時
・場所実 施 内 容

事 業 名 北海道立体表現展  ’10

主 催 者 北海道立体表現展実行委員会　阿部　典英

事業分野／事業タイプ 文化／催事 平成22年５月15日～６月27日
札幌市
・北海道立近代美術館
・札幌芸術の森
・本郷新記念札幌彫刻美術館



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

①シベリア・北海道文化センターにて開催された「日本文化祭」の一環として、市内中心
　部にあるプラザで現地市民へ演舞を２曲披露（6/25）　入場者：約500人

②札幌市長団、市議会訪問団、市民訪問団と共に、札幌・ノボシビルスク市姉妹都市提携
　20周年記念式典へ参加後、姉妹都市写真展のオープニングで演舞を披露（6/26）
　同市 オペラ・バレエ劇場前広場で演舞披露（２曲）　入場者：1000人

③札幌国際プラザ主催夕食会にて、上記札幌からの訪問団およびノボシビルスク市関係者
　と市民へ演舞を披露（6/26）
　同市 ノボシビルスクホテル宴会場で演舞披露（２曲）　入場者：130人

④上記札幌からの訪問団と共に、ノボシビルスク市最大の祝祭である「まちの日」の
　メインイベントで、１万人程度の観客を前に演舞を２曲披露（6/27）
　入場者：10000人

実 施 内 容

事 業 名
札幌市・ノボシビルスク市姉妹都市提携20周年記念
日ロ青年交流事業

主 催 者 YOSAKOIソーラン祭り組織委員会　星野　尚夫

事業分野／事業タイプ 文化・国際交流／派遣
平成22年６月24日～28日
ロシアノ　ボシビルスク市



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

①「ジャナグルアートセンター」のメンバー
　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
　代　　表　高橋朋子
　音楽指導　クライブ・マルガン、
　　　　　　イキシビット・シマンゴ
　メンバー　ムナシェ・ティノテンダ(14)
　　　　　　タテンダ・タワンダ(11)
　　　　　　ムニャラジ・ムナス(11)
　　　　　　ティチャファラ・マコンボレロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(７)

②交流場所
7/5　小樽ロース幼稚園
　　（園児・保護者約90人）
7/6　色内小学校
　　（児童・保護者約160人）
7/8　朝里クラッセホテル駐車場
　　（地域住民約200人）
③交流内容
・ジンバブエの伝統的な楽器の演奏、
　歌、ダンス
・楽器や民族衣装の紹介
・双方の子供たちの交流および地域
　住民との交流

実 施 内 容

事 業 名 小樽・ジンバブエ「ダンス＆ミュージック」子ども交流事業

主 催 者
小樽・ジンバブエ「ダンス＆ミュージック」子ども交流事業
開催実行委員会　代表　中川　めぐみ

事業分野／事業タイプ 教育・文化／催事・招へい
平成22年７月５日～20日
小樽市



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　７月６日ポートランド市においてJapan America Society of Oregonのポール・
テイラー会長、スコット・ガプティル氏、ディクシー・マキール女史、ショー・
ドーゾノ委員と午餐会の会場にて、今後の北海道日米協会とのビジネス、文化
教育面の分野での相互交流について協議を行った。
　来年５月のJapan-America Society of Oregonの記念大会には伊藤義郎会長を
ご招待したいとの申し入れがあった。
　ボストンではJapan Society of Bostonの理事長 ピーター・グリーリー氏と
７月８日にお会いし、今後の北海道日米協会との相互交流について話し合いを
もつことができた。

事 業 名 日米の環境・産業・経済分野における人的交流と事業調査

主 催 者 北海道日米協会ビジネス交流部会　会長　御手洗　昭治

事業分野／事業タイプ
文化・産業・国際交流
／研究調査・催事・派遣

平成22年７月５日～11日
アメリカ　オレゴン州
ポートランド市



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

7/10　公開レッスン　来場者400名
　　　留萌市文化センター　視聴覚室
　　　参加者計45名（受講者15・聴講者30）

7/11　演奏会　留萌市文化センター　大ホール
　　　第１部ホルン・ピアノ：リサイタル
　　　第２部アンサンブル:留萌の演奏者と共に

事 業 名
～北海道と沖縄♪音楽の架け橋～
「おしゃべりコンサート in 留萌」

主 催 者 オロロンラインミュージックサポートクラブ　谷　龍嗣

事業分野／事業タイプ 文化／催事・招へい
平成22年４月１日～７月26日
留萌市



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　札幌は地名そのものが縄文人に名付けられた、１万年以上の歴史をもつと言われる縄文
語・アイヌ語の「サッ(乾いた)ポロ(広い)ペッ(川)」という地名に由来するまち。古くか
ら縄文人が住みつき、遺跡や遺物も多く、豊平「トイ(土)ピラ(崖)」や茨戸「パラ(広い)
ト(沼)」など縄文時代以来の地名が現在も日常的に使用されている。
　縄文土製品は全国的にも多数出土し、フランスの世界的な文化人類学者からも高く評価
されている。非常に高い精神文化も縄文人の特質と言われている一方、このような縄文精
神にもとづく縄文芸術は、世界的にはあまり知られていない。
　そこで、札幌から縄文芸術を発信し、日本人の魂の深層に潜在する縄文精神の深化をは
かり、混迷する人類社会に親自然的な新しいビジョンを提供すべく、第一弾として札幌の
各分野のアーティストが結集し、今事業である詩劇を上演することとした。
　詩と音楽と舞踊と能を縄文カラーで構成し、更に華道や書も交えて、総合芸術として止
揚させ、映像や音と光、衣装などの美術的、音響的な効果とも合わせ、誰もが感動し、楽
しめる舞台芸術を創造。

事 業 名 詩劇「縄文－未来からの声－」～縄文の郷サッポロからの発信～

主 催 者 詩劇「縄文－未来からの声－」上演実行委員会　原子　修

事業分野／事業タイプ 教育・文化／催事
平成22年７月22日
札幌市



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

レナード・バーンスタイン・メモリアル・ステージ

PMFオーケストラ･セレブレーション･コンサート～芸術監督マエストロ･ルイジを迎えて～
7/18(日)15：00～　　　　　　集客　2,000人

ピクニックコンサート
8/1(日)12：00～　　　　　　 集客　2,400人　※当日行われた演奏会の入場者数を合算

　５代目の芸術監督ファビオ・ルイジを迎えたPMF2010では、PMFオーケストラだけで
なく、オペラに取り組むためオーディションで８名のPMFシンガーズを選び、２日間、
ルイジのオペラ“ラ・ボエーム”を開催。また、PMFシンガーズはピクニックコンサート
でも練習の成果を披露。

平成22年７月18日、８月１日
札幌芸術の森　野外ステージ

事 業 名
パシフィック・ミュージック・フェスティバル(PMF)2010
野外コンサート芝生席中学生以下無料事業

主 催 者
公益財団法人パシフィック･ミュージック･フェスティバル
組織委員会　理事長　上田　文雄

事業分野／事業タイプ
教育・文化・国際交流

／催事・招へい



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

①練習日：4/11・12、5/16・30、6/13・27、7/11・18、8/8・21
〔内容〕唱歌をはじめとし、龍笛(りゅうてき)、篳篥(ひちりき)、笙(しょう)の管方と、
　　　　鼓(かっこ)、鉦鼓(しょうこ)、太鼓との合奏。また、箏(そう)、琵琶など弦楽
　　　　器との合奏（７月から）。新作「林鐘州(りんしょうしゅう)」の打ち合わせ。
　　　　巫女舞と舞楽「蘭陵王(らんりょうおう)」の練習。伝統文化子ども教室の
　　　　メンバーとの合奏。

②日高雅楽会創立十周年記念演奏会
　8/22(日)　13:00開場　13:30開演
　　第一部　管弦
　　　双調(そうじょう)「音取(ねとり)」、双調「林鐘州」（新曲）、楽器説明
　　第二部　現代曲と巫女舞、なごみ会「立礼(りゅうれい)」
　　　平調(ひょうじょう)「越殿楽(えてんらく)」（子供教室）、「大きな古時計」、
　　　巫女舞「豊栄舞(とよさかのまい)」、代表挨拶
　　第三部　舞楽
　　　壱越(いちこつ)調「蘭陵王」

事 業 名 日高雅楽会創立10周年記念事業

主 催 者 日高雅楽会　和田　与志男

事業分野／事業タイプ 教育・文化／催事
平成22年４月24日～８月22日
平取町中央公民館
大ホール



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

伊藤組100年記念基金

　函館市内の市民が集う３地区（西部、五稜郭、湯の川）で開催された「はこだて国際科
学祭2010(8/21～29）」のプログラムの１つとして、函館市の中心部をつなぐ路面電車を
借り、科学電車として親子を主対象としたサイエンスショーを実施。

■Ｓ列車で行こう！
　8/25(水)、26(木)、27(金)　１日２回運行　１運行50分間、定員は各回10組20名
〔内容〕国内各地でのサイエンスショーや科学コミュニケーション活動に取り組んでいる
　出演者の月僧秀弥氏が、運航中の路面電車という特殊な会場条件を生かした新たなプロ
　グラムを開発し実演。具体的には、電車の発進や急ブレーキでの体感などを利用した慣
　性の法則についてのデモンストレーション、カーブで電車の向きが変わっても同じ方向
　を指し続けるジャイロ効果のデモンストレーション、日用品を用いて制作した加速度計
　による測定など、多彩な内容となった。
〔広報の取り組み〕６月に本事業を含むはこだて国際科学祭の詳細なプログラムについて
　記者発表を行った。８月からは路面電車の車内広告で本事業をＰＲした。

実施日時
・場所

実 施 内 容

事 業 名 函館科学電車「Ｓ列車で行こう」

主 催 者 サイエンス・サポート函館　美馬　のゆり

事業分野／事業タイプ 教育・文化／催事
平成22年６月１日～８月29日
函館市
函館市電　電停駒場車庫前乗降
（五稜郭電停、湯の川電停を
　往復運行）



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　北海道には従来なかった能楽を学ぶ場を創出し、現状ではあまり利用されていない小樽
市指定歴史的建造物・旧岡崎家能舞台の夏季公開期間中の有効活用を目的として開催し、
かかる目的に向け、公開期間中にわたって複数の企画を行い、能を全身で体感する事業を
実施。
　実施した事業は、能楽の基本の一つである仕舞を中心とした大人向けの「能楽仕舞体験
教室」、同内容で子供向けの「能楽こども教室」、能に関連する名前や形を持った和菓子
づくりや能舞台の模型づくりを体験しながら能に触れる「能楽ものづくり子供教室」、能
楽初心者向けの学習講座「小樽能楽講座」、能の歴史や特徴を紹介する「能の世界展」で
ある。

事 業 名 能を楽しもうプロジェクト2010

主 催 者 旧岡崎家能舞台を生かす会　三ツ江　匡弘

事業分野／事業タイプ 教育・文化／催事 平成22年６月５日～８月29日
小樽市
旧岡崎家能舞台
小樽市公会堂和室

実施日時
・場所



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　道内の車いすバスケットボールチーム６チームが参加して、２日間にわたり熱戦を繰り
広げた。
　今回は第10回の記念大会という位置付けで、大会期間中にバンクーバーパラリンピック
写真展と車いすラグビー（ウィルチェアラグビー）のエキシビションを企画。

事 業 名 第10回ピパオイカップ車いすバスケットボール選手権大会

主 催 者 バリアフリースピリット　会長　森田　肇

事業分野／事業タイプ スポーツ／催事
平成22年８月28日～29日
美唄市総合体育館



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　札幌・ノボシビルスク市姉妹都市提携20周年にあたり、この20年にわたり当会と長い交
流があった国立グリンカ音楽院との交流演奏会を中心とする音楽交流を実施するべく、札
幌国際プラザが編成した市民友好訪問団に当会アーティスト６名を同行参加させ派遣し、
３回の演奏を行った。
　編成は、箏とピアノが各２名、声楽（ソプラノ）とフルートが各１名。

6/25　国際交流演奏会
　　　グリンカ音楽院大ホールで日露アーティストによる合同演奏会
6/26　姉妹都市提携20周年式典
　　　ノボシビルスク市国鉄記念大ホールで箏二重奏を演奏
6/27　ロシア文化祭に参加
　　　シベリア・北海道文化センターで、戦後シベリアに残され、このたび修復された
　　　ヤマハピアノを日露ピアニストが連弾

事 業 名 札幌・ノボシビルスク市姉妹都市提携20周年記念音楽交流事業

主 催 者
特定非営利活動法人 北海道国際音楽交流協会（ハイメス）
理事長　藤田　久雄

事業分野／事業タイプ 国際交流／派遣
平成22年６月２日～28日
ロシア
ノボシビルスク市



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　標記５周年の記念事業として、展覧会、レクチャー、ワークショップを開催。中心とな
る展覧会では、公園の基本設計を手がけた彫刻家イサム・ノグチが生み出した和紙と竹を
組み合わせて作られた照明彫刻である＜あかり＞を紹介する「イサム・ノグチ あかり
展」を実施。
　また、学芸員によるレクチャーとして、ギャラリートークを実施し、ランドスケープデ
ザイン以外のノグチの仕事、ノグチの芸術館を来場者に伝えた。
　ワークショップでは、子どもを対象としたものづくり体験会を開催。和紙を使って作品
を作っている美術作家の＊Ｍａｃｏ氏を講師に招き、カラフルな和紙を使ったオリジナル
の照明器具を製作した。

事 業 名 モエレ沼公園グランドオープン５周年記念事業

主 催 者
財団法人札幌市公園緑化協会
理事長　淺川　昭一郎

事業分野／事業タイプ 文化／催事 平成22年７月17日～９月５日
札幌市
モエレ沼公園
ガラスのピラミッド2階、3階

実施日時
・場所



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　函館中華会館がこれまで果たしてきた役割や、地域に与えてきた影響を考える記念公演
を行うとともに、その意味を考える研究報告を行う。
　あわせて参加者による特別見学会を実施。

9/12　シンポジウム　函館市中央図書館
9/11　特別見学会　函館中華会館・函館中華山荘

事 業 名 函館中華会館創立100周年記念シンポジウム

主 催 者
函館中華会館創立100周年記念シンポジウム
代表　川嶋　稔夫

事業分野／事業タイプ 文化／研究調査・催事
平成22年９月11日～12日
函館市



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　平成21年に旗揚げ公演（6/12～13）した「空の記憶」を作者が居住する東京で上演する
計画をすすめ、平成22年10月30～31日、３ステージを東京・武蔵野芸能劇場にて上演し
た。

事 業 名 「空の記憶」東京公演

主 催 者 座・れら　鈴木　喜三夫

事業分野／事業タイプ 文化／催事・派遣
平成22年10月30日～31日
東京都
武蔵野芸能劇場



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

①「心のままに～たかはし裕二の世界Ⅲ」
　大同生命ビル　大同ギャラリー３階
　３年連続で３回目の開催となる高橋個展。難病のパーキンソン病を抱えているのにもか
かわらず、どこか優しい作風が特徴。
　「少年時代」「心に残る風景画」「心象風景」の３つのテーマに沿った水彩画を計35点
展示。

②「みんなで一緒に展Ⅱ」
　大同生命ビル　大同ギャラリー４階
　開催２回目。写真、水彩画、油彩をはじめ、20人の出展者による個性豊かな作品が、会
場いっぱいに展示。
　参加者の中には高橋と同じパーキンソン病や他の難病と闘っている方もおり、年に一度
の展を目指し、体調管理や創作活動を行い、楽しみにしてくれている。
　期間中は参加者同士の交流の場ともなり、情報交換や新たな人間関係を構築するなど、
温かく和やかな雰囲気であった。

実 施 内 容

事 業 名 第３回心のままに～たかはし裕二の世界Ⅲ＆みんなで一緒に展Ⅱ

主 催 者 Ｔｅａｍ 森羅(チームしんら)　川口　裕美子

事業分野／事業タイプ 文化／催事
平成22年11月18日～23日
札幌市
大同ギャラリー



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

10/26　18:30開演
入場料1000円　高校生以下無料

出演：大蔵流狂言
　山本東次郎、山本則俊、山本則孝、山本則秀

内容：
　狂言「蚊相撲」「寝音曲」
　講演「世代をつなぐことばと・心」（山本東次郎）
　　日本語の美しさや日本語に含まれている心情の部分を題材に講演。
　　特にことばの意味を古来の生活の実例を用いた解説はわかりやすく、
　　情景が目に浮かぶようで、とても理解しやすい内容となった。

事 業 名 NPO法人ゆう法人設立５周年記念　狂言鑑賞会

主 催 者 NPO法人ゆう　理事長　山下　眞史

事業分野／事業タイプ 文化／催事・招へい 平成22年８月１日～11月30日
砂川市
地域交流センターゆう
大ホール

実施日時
・場所



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

　札幌市と韓国大田広域市の姉妹都市提携(H22.10月)を記念し、標記セミナーを実施。
実施期間：23．2/12～2/21
参加者：大田からの招へい学生４名　札幌の大学に通う日本人学生10名　合計14名
メインテーマ：「冬の都市の魅力再発見」
内容：
　主に雪対策、冬季における屋内外のスポーツ、植物栽培、北方型住宅の構造、冬の観光
イベント等について専門家や施設関係者による講義・講話と実地研修を通じて学んだ。
　観光分野では「さっぽろ雪まつり」や「小樽雪あかりの路」といった冬季イベントを支
える地域住民や国外からのボランティア参加者からも、活動の様子について話を聞くとと
もに、小樽では実際にボランティア体験を行った。
　成果発表会（2/19）では、３グループに分かれ成果を発表するとともに、合宿セミナー
宣言を行った。
　大田からの招へい学生が和服の着付け等の日本文化やホームステイを体験(2/19～21)。

実 施 内 容

事 業 名
札幌・大田(テジョン)友好交流推進事業
「学生国際合宿セミナー」

主 催 者 財団法人札幌国際プラザ　理事長　上田　文雄

事業分野／事業タイプ
文化・国際交流
／催事・招へい

平成23年２月12日～21日
札幌市
小樽市



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　北海道二期会は昭和39年に北海道でオペラを中心とした音楽活動をする団体として発足
し、毎年オペラ上演を重ね、創立45周年を迎えた。
　公演作品は本会が長年研究会で研鑽を深めたもので、記念にふさわしいものとして舞台
に取り上げた。

■オペラ「愛の妙薬」ドニゼッティ作曲　全二幕　原語上演
　3/12　18:00～　　3/13　14:00～
　参加人数：
　　指揮者、出演者（ソロ10人、バレエ５人、助演３人、合唱42人、オーケストラ48人）
　来場鑑賞者数：第１日815人　　　第２日737人

事 業 名 北海道二期会創立45周年記念 オペラ公演「愛の妙薬」

主 催 者 北海道二期会　理事長　三部　安紀子

事業分野／事業タイプ 文化／催事・招へい
平成23年３月12日～14日
札幌市教育文化会館
大ホール



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

　戦後の混乱期から復興期の一時期を釧路で過ごした北海道留萌市出身の版画家 阿部貞
夫の生誕100周年を記念して版画展を開催。

■阿部貞夫生誕100年釧路版画展
10/5～10/10　10:00～17:00　釧路市生涯学習センター　１階市民展示ホール　入場無料

　個人所蔵作品や留萌市教育委員会所蔵作品を中心に約50点を展示。
　また主要作品を収録した「阿部貞夫版画集」を発刊。

事 業 名 阿部貞夫生誕100周年版画展

主 催 者 阿部貞夫生誕100周年版画展釧路実行委員会　宮田　三可

事業分野／事業タイプ 文化／催事
平成22年10月５日～10日
釧路市
生涯学習センター



平成２２年度　助成事業の記録〔ビジュアル編〕
（敬称略）

実施日時
・場所

伊藤組100年記念基金

実 施 内 容

名称：北斗市誕生５周年記念　永遠にあかるく音楽会

企画：合唱劇「村に咲く花」

開催：23．2/6　14:00開演

会場：北斗市総合文化センター(かなでーる) 大ホール

入場：1000名（有料入場者800名、招待入場者200名）

事 業 名
北斗市誕生５周年記念
永遠(とわ)にあかるく音楽会「合唱劇・村に咲く花」

主 催 者 永遠にあかるく音楽会実行委員会　委員長　熊本　昇

事業分野／事業タイプ 文化／催事
平成22年４月１日
　～23年２月21日
北斗市総合文化センター


